
授　業 【 G 】 区 分

科目名 【 H 】

科目区分

授業形態

サブ
タイトル

担当者

【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）① ◎　（よく当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）② －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）③ ○　（やや当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）④ －　（当てはまらない）

履修条件

環境法

環境法

専門科目

オンライン授業（動画・音声配信型）

単　独

教科書

評価基準

評価方法 平常点（確認テストやレポートなどの提出物の出来栄え）（100%）で評価します。

「確認テスト」は採点のうえ返却します。授業内容に関する質問はメール等で随時受け付け個別に回答します。

受講の成果として、①環境法に関する最低限の専門用語を修得できればＣ評価、さらに、②様々な個別の環境法の概略を理解できていればＢ評価、さらに、
③個別の環境法上の主な制度の意義やそれらの制度に基づく環境政策の現状・課題を理解できていればＡ評価またはＳ評価とし、①に未到達の者はＤ評価
またはＥ評価とします。「出欠確認」で欠席が６回以上となった場合には単位不認定（Ｅ評価またはＦ評価）とします。

施行規則に定める科目区分又は事項等

環境を守る様々な法制度

他科目との

関連性

《授業内容》　環境法分野は、環境基本法などによって提示される基本的な枠組みや環境法独自の理念・原則などを扱う｢環境法総論｣と､ 大気汚
染・水質汚濁等の公害の防止・規制や廃棄物処理・リサイクル等の循環管理制度など､ 環境問題に関する具体的なトピックに関する法制度を扱う
｢環境法各論｣ とに区分できます。この科目でもこの区分を意識した講義を展開します｡

《授業運営》　以下の内容を十分に理解した上で履修登録をしてください。
　①　オンライン授業として開講（オンデマンド動画を配信）するため、Google Classroomをはじめとする各種システムの操作や、教材の
　　印刷などを自分自身で行う必要があります。
　②　受講曜日や時間帯をある程度自由に決めることができますが、教室での対面授業と比べると自己管理を強く求められる場面が
　　非常に多いため、計画的な学修が苦手な人や担当教員からの指示に従う自信がない人には受講をお勧めできません。

【
概
要

】

【
到
達
目
標

】

この科目では、①環境法に関する最低限の専門用語を修得すること、②様々な個別の環境法の概略を理解すること、③個別の環境法上の主な
制度の意義やそれらの制度に基づく環境政策の現状・課題を理解すること、を目指します。

「民法概論」「行政法概論」「民法（不法行為）」の単位を修得済みであることが望ましい。

本科目の内容は以下の各科目で扱われる内容と関連します。
「民法（不法行為）」「民事手続法（民事訴訟）Ⅰ・Ⅱ」「行政法（総論）Ⅰ・Ⅱ」「行政法（各論）」「行政法（行政救済法）」

開講年次 単位数
その他参照

【 G 】3

【 H 】3

【 G 】2

【 H 】2

科目コード　B531-1-X    (科目一覧番号：252)

授業概要

手塚　一郎

担当形態

参考書

大塚直 (編) 『18歳からはじめる環境法（第３版）』 (法律文化社、ISBN978-4-589-04368-9）

必要に応じて授業中などに紹介しますが、購入は任意です。

アクティブ
ラーニングの

方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク 対話・議論型授業 ロールプレイ



授　業 【 G 】 区 分

科目名 【Ｈ】

授業回数

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

教科書4章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

科目コード　B531-1-X    (科目一覧番号：252)

Google Classroom、Googleフォーム、Gメールといったシステムを活用して授業運営を行います。
その他

3

環境法の理念・原則

教科書3章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書3章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

4

環境法における各主体の役割

教科書4章の通読と語句確認、条文の確認（90分間）

【 H 】3

【 G 】2

【 H 】2

環境法

環境法
開講年次 単位数

その他参照

1

公害・環境法の歴史

教科書１章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書1章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

2

様々な環境問題と環境法の体系

教科書2章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書2章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

授業内容

【 G 】3

5

環境政策の手法

教科書5章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書5章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

6

環境アセスメント制度

教科書6章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書6章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

7

環境紛争解決のための諸制度

教科書7章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書7章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

8

公害の防止①大気汚染

教科書8章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書8章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

9

公害の防止②水質汚濁

教科書9章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書9章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

10

公害の防止③土壌汚染

教科書10章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書10章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

14

都市景観の保護

教科書１章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書14章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

15

地球温暖化への対応

教科書15章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書15章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

11

廃棄物処理に関する諸問題

教科書11章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書11章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

12

化学物質の管理

教科書12章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書12章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）

13

自然環境の保全

教科書13章の通読と語句確認、条文の確認（90分間） 教科書13章の再読、配布資料の再読、確認テストの受験（90分間）


